
※フランス語で「ダム新聞」という意味です

駒込ダム 今年度の工事「完成」！！（その２）

【③残土処理場】 法面保護工

【④残土処理場】 排水工
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「駒込ダム」で今年度進めていた工事５件のう
ち４件（位置図の①～④ ）が１１月で完成しまし
た！

前号に引き続き、今回は残土処理場の③、④を
紹介します。（工事用道路の①、②は前号で紹介。
⑤は①工事に続く橋梁上部工の桁を工場にて製作
中です。）

２件とも９月からの工事開始となり短期間での
完成が求められましたが、現場状況の変更にも素
早く対応し、工程管理をしっかり行ったことによ
り積雪前に完成しました。

来年度も４号工事用道路の工事などを予定して
いますので、随時、進捗状況をお知らせいたしま
す。

残土処理場に水はけが悪い箇所があり、排水工を設置して湿地状態を改善する工事を行いました。
今回は施工延長がL=30４mと長い工事でしたが、狭い施工箇所にもかかわらず、重機の通路を確保す

るなどの工夫をして効率よく施工しました。完成検査前に若干雪をかぶりましたが無事に完成しました。

駒込ダムでは、工事で発生する伐採木を現地でチップ化して法面の緑化基盤材に使用しています。チッ
プ材を堆肥化した後に利用する方法が一般的ですが、堆肥化には2～3ヶ月程を要することから、施工可能
期間が短い当ダムにおいては、チップ材を直接吹付する方法（バークブロワ—工法）を採用しています。

今回の工事（施工面積A=503m2、吹付厚さt=8cm）では、伐採木のチップ化から吹付けまでを約２週
間で行い、積雪前に完成しました。

【完 成】
吹付厚8cm

今後の植生を期待

【着工前】
切土面が裸地のまま･･･

【施工中】
チップ材の吹付状況

【着工前】
水はけが悪く湿地状態

【完 成】
吸出防止材を巻いて完成

【施工中】
吸出防止材を敷き、ポリエチレン管の周り

を砕石で埋戻し

沈砂池 沈砂池



駒込ダム掲示板を更新しました

平成2９年度 第２回青森県公共事業再評価等審議委員会開催

そのため、今年度の審議の対象事業となり、６月に行われた第
1回委員会で『計画変更』が了承されました。今回の委員会では、
意見書のとりまとめが行われ、駒込ダムを含む１０事業のすべて
において県案どおりで了承されました。12月２７日にこの意見
書が知事に提出され、その後、県の対応方針が正式に決定されま
す。

なお、再評価調書等については、県のホームページにおいても
公表されています。

駒込ダム建設所では、駒込ダムの必要性や事業の進捗状況について、前号で紹介したホームページの
他に掲示板でもお知らせしています。

掲示板は、駒込ダム建設所前、東青地域県民局地域整備部ロビー、駒込川沿い４箇所の計６箇所に設
置しており、駒込川沿いの設置場所は、下流から八甲橋、松桜橋、南桜川橋、駒込橋のいずれも左岸側
です。今年度の工事の完成に伴い、１２月１４日に掲示板を更新しましたので、付近にお越しの際には
是非ご覧ください。

駒込橋松桜橋八甲橋 南桜川橋

写真など
更新しま
した。

（http://www.pref.aomori.lg.jp/kensei/seisaku/h29-saihyouka.html）

平成2９年度第２回青森県公共事業再評価等審議委員会が１２月８日に開催されました。
駒込ダムは平成28年度前半にダムの基本的な構造の検討を終了し、これに基づいて施工条件等を含めて

詳細に施工計画等を検討した結果、完成年度が平成3８年度から平成43年度に延びることになりました。

～編集後記～
平成29年のダム新聞も今月号で最後となりました。今年も一年間お付き合い頂きありがとうございまし

た。来年もダムに関するさまざまな情報をお伝えしていきますので、よろしくお願いいたします。


